
例えば、新人職員様が１2月の土曜の夜、利用者が突然、高熱・嘔吐・下痢を発症！
発見した職員のどのような初動対応を行い、感染拡大防止が出来るのでしょうか？

感染症発症時に初動対応にはどのような手順が必要ですか？

ご施設様に合致した実践的、感染症予防対策手順をご提案いたします。
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感染拡大防止
対策初動とは

嘔吐物処理手順 居室対応手順

居室・ユニット・トイレ清掃手順

予防着セット・予防着対応

汚染衣類洗濯手順

居室入・退室手順

職員手洗い・着換え手順

1.誰でも出来る嘔吐物処理
と居室対応の実現。

2.利用者様の安全性の確保。
3.二次感染防止対策の実現。
4.利用者様、施設様、職員様
への感染症リスク低減。



座学では感染症知識・発生動向・具体的感染予防対策の手順化が必要！！

幼児・障害者・高齢者施設では感染症予防を実施する上で様々な問題があると思います。

１．感染症についてわからない。
２．感染症対策は具体的に何をすればよいかわからない。
３．施設内の環境整備は今のままで良いのかわからない。
４．感染症はどこから持ち込まれ、どのように拡大するかわからない。
５．職員に余裕がないから感染症対策委員会が機能していない。
６．感染症が再発したらどうしよう・・・・。

たとえば・・・

新型インフルエンザ

ノロウィルス
１．幼児・高齢者施設で発生する感染症の把握。
１）ノロウィルスの特性
２）インフルエンザの特性
３）ＲＳウィルスの特性
４）新規性の感染症の特性
５）その他の感染症

２．感染症の発生動向の把握。
３．感染症を「持ち込まない」「広げない」「持ち出さない」とは。
４．感染症発生時の施設内環境（汚染度）の把握。
５．感染対策委員会の実行可能な予防対策の見直し。
６．嘔吐物処理手順書の必要性。
７．感染症予防対策で使用する除菌・洗剤の科学的根拠とは。
８．施設内環境整備の見直し、清掃手順書の見直し。

ＲＳウィルス

隔離対応

１．嘔吐物処理セットには何が必要かわからない。
２．嘔吐物処理手順が作成できない。
３．嘔吐した人、飛沫者した人は「どこに」移動するかわからない。
４．食事中の嘔吐発生した場合はどうすればよいかわからない。
５．嘔吐箇所はどのように清掃するかわからない。
６．車内で嘔吐発生があった場合はどうすればよいかわからない。
７．車内の洗浄・消毒手順はどうすればよいかわからない。

たとえば・・・

１．幼児・高齢者施設での嘔吐物処理手順の作成
１）嘔吐物処理セットの内容見直し。
２）予防着セットの着脱手順。

２．食事中の嘔吐発生時の嘔吐物処理実技
３．嘔吐者、飛沫者の誘導、待機箇所の特定
４．嘔吐者の隔離対応の手順実技
５．隔離室の洗浄・消毒手順実技
６．車内嘔吐発生時の対応実技
７．車内の洗浄・消毒手順実技
８．嘔吐物付着衣類洗濯手順

嘔吐発生

嘔吐物実技はガウンテクニック、隔離対応、洗浄・消毒手順の具体的実技！！

幼児・障害者・高齢者施設では嘔吐発生時の具体的対応により、感染症拡大防止が可能です。

車内嘔吐物処理


